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自民党 54人
民主党 17人
公明党 8人
共産党 5人
市民ネット・社民・無所属 4人
維新の党 2人
護憲保守の会 1人
千葉県民の声 1人
いんば無所属の会 1人
かとり無所属の会 1人
我孫子無所属の会 1人
 定数95人 現員95人
    （平成２7年7月3日現在）

ちば県議会だより  平成27年［2015年］8月5日（水曜日）

次回「ちば県議会だより」の発行日は平成27年11月5日の予定です。

▼
地
方
創
生

▼
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

▼
医
療
福
祉
問
題

▼
県
内
経
済
の
活
性
化

▼
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

▼
特
殊
詐
欺
対
策

自 民 党

石
いし

毛
げ

　之
くに

行
ゆき

 議員
（銚子市）

▼
指
定
廃
棄
物
処
分
場
の
詳
細
調
査
候

補
地
の
選
定

▼（
仮
称
）Ｊ
Ｆ
Ａ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
設
置

▼
認
知
症
対
策

▼
東
京
湾
の
水
上
バ
ス
な
ど
の
旅
客
船

▼
幕
張
新
都
心
若
葉
住
宅
地
区

▼
川
崎
市
の
中
一
殺
害
事
件
の
よ
う
な

事
件
に
対
す
る
対
策

民 主 党

河
こう

野
の

　俊
とし

紀
のり

 議員
（千葉市美浜区）

　
六
月
定
例
県
議
会
は
、六
月
十
日

に
招
集
さ
れ
、七
月
三
日
ま
で
の

二
十
四
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
開
会
日
に
は
、議
長
の
諸
般
の
報

告
に
続
き
、条
例
の
一
部
改
正
案
な

ど
議
案
十
五
件
、報
告
十
四
件
が
上

程
さ
れ
、知
事
か
ら
提
案
理
由
説
明

と
県
政
の
当
面
す
る
諸
問
題
に
つ
い

て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
六
月
十
六
日
か
ら
六
日
間
に
わ
た

り
行
わ
れ
た
代
表
質
問
及
び
一
般
質

問
は
、二
十
一
名
の
議
員
が
登
壇
し
、

財
政
問
題
を
は
じ
め
、防
災
対
策
、環

境
問
題
、医
療
・
福
祉
問
題
、教
育
問

題
等
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
展
開

さ
れ
ま
し
た
。

　
六
月
二
十
三
日
に
は
、議
案
一
件

が
追
加
上
程
さ
れ
、知
事
か
ら
提
案

理
由
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
各
常
任
委
員
会
は
、六
月
二
十
五

日
か
ら
四
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ

れ
、付
託
さ
れ
た
議
案
・
請
願
に
つ

い
て
具
体
的
・
専
門
的
な
審
査
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
最
終
日
に
は
、各
常
任
委
員
会
委

員
長
の
審
査
結
果
報
告
、討
論
が
行

わ
れ
、採
決
の
結
果
、議
案
に
つ
い
て

は
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、人
事
案
件
の
追
加
上
程
が

あ
り
、知
事
の
提
案
理
由
説
明
の
後
、

採
決
の
結
果
、同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、上
程
さ
れ
た
議
員
発
議

案
二
十
八
件
の
う
ち
十
件（
規
則
改

正
一
件
及
び
意
見
書
九
件
）を
可
決

し
、今
定
例
会
に
付
議
さ
れ
た
す

べ
て
の
案
件
の
審
議
を
終
了
し
ま

し
た
。

▼
教
育
の
政
治
的
中
立
性

▼
地
方
版
総
合
戦
略

▼
特
別
養
子
縁
組

▼
障
害
者
雇
用

▼
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
策
定

▼
災
害
派
遣
精
神
医
療
チ
ー
ム（
Ｄ
Ｐ
Ａ

Ｔ
）

公 明 党

藤
ふじ

井
い

　弘
ひろ

之
ゆき

 議員
（松戸市）

六
月
十
七
日（
水
）

六
月
十
六
日（
火
）

▼
戦
争
法
案

▼
国
の
地
方
創
生
・
地
方
自
治
の
あ
り

方
▼
指
定
廃
棄
物
最
終
処
分
場

▼
高
校
の
日
本
史
教
科
書

▼
国
民
健
康
保
険
料

▼
子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化

共 産 党

加
か

藤
とう

　英
ひで

雄
お

 議員
（柏　市）

※ 質問項目は、主な項目を掲載しています。
その他の項目は、千葉県議会ホームページに掲載しています。

　
平
成
二
十
七
年
四
月
の
県
議
会

議
員
選
挙
後
、初
め
て
の
臨
時
県
議

会
が
五
月
十
五
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
は
じ
め
に
、本
清
秀
雄
議
員
を
臨

時
議
長
と
し
て
、四
月
二
十
九
日
の

議
員
任
期
満
了
に
よ
り
空
席
と
な
っ

て
い
た
正
副
議
長
の
選
挙
が
行
わ

れ
、地
方
自
治
法
施
行
後
第
六
十
九

代
議
長
に
本
間
進
議
員（
千
葉
市
中

央
区
選
出
・
在
職
六
期
）が
、ま
た
、

第
六
十
七
代
副
議
長
に
石
橋
清
孝

議
員（
東
金
市
選
出
・
在
職
五
期
）が
、

そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
就
任
に
当
た
り
、本
間
議
長
は「
真

の
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
県
民
生
活

を
実
現
す
る
た
め
、議
会
機
能
の
一

層
の
充
実
化
を
図
り
、開
か
れ
た
議

会
運
営
を
目
指
し
、六
百
二
十
万
県

民
の
負
託
と
信
頼
に
応
え
る
た
め
、

誠
心
誠
意
そ
の
職
務
に
当
た
り
た

い
。」と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、石
橋
副
議
長
は「
本
間
議
長

を
支
え
、公
正
か
つ
円
滑
な
議
会
運

営
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
し
た
い
。」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
各
常
任
委
員
会
と
議
会
運
営
委

員
会
の
委
員
が
選
任
さ
れ
た
後
、議

案
二
件
が
上
程
さ
れ
、知
事
か
ら
提

案
理
由
説
明
が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
所

管
の
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し

た
。

　
続
い
て
、各
常
任
委
員
会
と
議
会

運
営
委
員
会
が
開
か
れ
、そ
れ
ぞ
れ

正
副
委
員
長
の
互
選
と
、付
託
案
件

の
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
議
再
開
後
、各
常
任
委
員
会
及

び
議
会
運
営
委
員
会
の
正
副
委
員

長
互
選
結
果
と
、関
係
常
任
委
員
会

委
員
長
の
審
査
結
果
の
報
告
、討
論

の
後
、採
決
が
行
わ
れ
、議
案
二
件
に

つ
い
て
原
案
の
と
お
り
可
決
・
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、追
加
上
程
さ
れ
た
議
会
選

出
の
監
査
委
員
に
木
名
瀬
捷
司
議
員

及
び
天
野
行
雄
議
員
を
選
任
す
る

議
案
に
つ
い
て
は
、い
ず
れ
も
同
意

さ
れ
ま
し
た
。

■
第
六
十
七
代
副
議
長

 

石い
し
橋ば

し
　
清き
よ

孝た
か 
議
員

■
第
六
十
九
代
議
長

 

本ほ
ん
間ま

　
進す
す
む 

議
員

五
月
臨
時
県
議
会
の
あ
ら
ま
し

六
月
定
例
県
議
会
の

あ
ら
ま
し

　6月定例県議会の開会に先立ち、千葉県唯一のプロ
のオーケストラである、ニューフィルハーモニーオー
ケストラ千葉による演奏会が本会議場で開催されま
した。
　当オーケストラは、今年で創立30周年を迎えました。
今後の定期演奏会の予定
創立30周年記念事業　第98回定期演奏会
ベートーヴェン交響曲チクルスＶ
日時　平成27年10月25日（日）14：00開演
会場　千葉県文化会館大ホール
ニューイヤーコンサート2016
日時　平成28年1月17日（日）14：00開演
会場　千葉県文化会館大ホール

問い合わせ先　ニューフィルハーモニーオーケストラ
千葉　☎043-222-4231
ホームページ　http://npoc.info/

「ニューフィルハーモニーオーケストラ千葉」
議場演奏♪ 代 表 質 問



ちば県議会だより  平成27年［2015年］8月5日（水曜日）

地
方
版
総
合
戦
略

問
　
市
町
村
の
総
合
戦
略
策
定
の
進
捗
状

況
と
県
の
支
援
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

答　

市
町
村
の
総
合
戦
略
に
つ
い
て
は
、

県
内
五
十
四
市
町
村
の
う
ち
二
十
二
市
町

が
本
年
十
月
ま
で
に
、
残
る
三
十
二
市
町

村
が
本
年
十
一
月
以
降
、
来
年
三
月
ま
で

に
策
定
の
予
定
と
聞
い
て
い
る
。

　

ま
た
、
県
で
は
、
自
ら
の
総
合
戦
略
の

策
定
は
も
と
よ
り
、
地
方
創
生
に
係
る
国

の
動
向
や
他
県
の
先
進
事
例
な
ど
、
市
町

村
へ
の
積
極
的
な
情
報
発
信
に
努
め
て
い

る
ほ
か
、
市
町
村
か
ら
の
個
別
の
相
談
に

随
時
応
じ
て
い
る
。

　

市
町
村
が
地
方
創
生
の
主
役
と
し
て
持

て
る
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
、
地

域
ご
と
の
実
情
や
課
題
、
そ
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
的
確
な
支
援
に
努
め
て
い
く
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

問
　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
ア
ス
リ
ー
ト
強
化
・
支
援
事
業
に

つ
い
て
は
、
本
年
度
は
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
行
う
の
か
。

答　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
は
、
昨
年

度
か
ら
各
競
技
団
体
と
連
携
強
化
を
進
め
、

競
技
用
具
の
整
備
や
外
部
指
導
者
の
活
用

な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
本
年
度
は
、

特
に
国
際
舞
台
で
の
経
験
を
積
む
た
め
の

海
外
遠
征
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ニ
ン
グ
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
を
活
用
し
た
医
・

科
学
サ
ポ
ー
ト
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。

　

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
は
、
新
た
に

強
化
に
向
け
た
組
織
の
整
備
や
、
実
施
競

技
の
体
験
会
な
ど
に
よ
り
才
能
あ
る
選
手

の
掘
り
起
こ
し
を
行
い
、
さ
ら
に
、
合
同
練

習
会
へ
の
参
加
や
国
内
外
へ
の
遠
征
な
ど

を
支
援
し
て
い
く
。

　

本
県
選
手
が
一
人
で
も
多
く
出
場
で
き

る
よ
う
、
選
手
の
発
掘
・
育
成
・
強
化
を
進

め
て
い
く
。

ナ
シ
ョ
ナ
ル
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

問
　
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
の
（
仮
称
）

J
F
A
ナ
シ
ョ
ナ
ル
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
設
置
の
効
果
を
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

答　

（
仮
称
）
J
F
A
ナ
シ
ョ
ナ
ル
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
は
、
各
年
代
の
日
本
代
表

の
練
習
や
合
宿
を
は
じ
め
、
指
導
者
・
審
判

の
養
成
や
若
手
選
手
の
育
成
も
行
う
、
天

然
芝
・
人
工
芝
の
サ
ッ
カ
ー
場
、
ア
リ
ー
ナ
、

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
等
を
備
え
た
、
国
際
交
流
・

国
際
貢
献
の
拠
点
と
も
な
る
施
設
で
あ
る
。

　

こ
の
施
設
の
整
備
に
よ
り
、

・ 

課
題
で
あ
っ
た
公
園
海
側
部
分
の
整
備

が
図
ら
れ
る

・ 

一
流
選
手
の
プ
レ
ー
に
直
に
接
す
る
こ
と

で
、
子
供
た
ち
の
夢
を
大
き
く
育
む
こ
と

が
で
き
、
サ
ッ
カ
ー
の
技
術
力
の
向
上
だ

け
で
は
な
く
、
県
全
体
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

が
見
込
ま
れ
る

・ 

二
〇
二
〇
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
キ
ャ
ン
プ
地
と
し
て
の

活
用
も
見
込
ま
れ
る

な
ど
の
効
果
の
ほ
か
、
幕
張
の
さ
ら
な
る

賑
わ
い
創
出
や
活
性
化
に
資
す
る
こ
と
な

ど
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

指
定
廃
棄
物

処

分

場

問
　
県
内
に
設
置
す
る
指
定
廃
棄
物
処
分

場
に
つ
い
て
、
詳
細
調
査
を
行
う
候
補
地

が
提
示
さ
れ
た
が
、
県
と
し
て
ど
の
よ
う

に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

答　

今
回
、
千
葉
市
に
対
し
て
候
補
地
の

提
示
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
際
、
環
境
副
大
臣

に
対
し
、
市
、
市
議
会
、
市
民
へ
、
選
定
の

経
緯
や
施
設
の
安
全
性
な
ど
に
つ
い
て
、
十

分
説
明
を
行
う
よ
う
申
し
入
れ
た
。
国
で

は
、
今
後
、
市
と
調
整
の
う
え
、
住
民
説
明

会
の
開
催
も
予
定
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

ま
た
、
他
の
市
町
村
に
対
す
る
説
明
に

つ
い
て
も
、
そ
の
方
法
な
ど
を
、
現
在
、
県

と
国
と
で
相
談
し
て
い
る
。

　

県
と
し
て
は
、
県
内
の
指
定
廃
棄
物
を
、

国
の
責
任
に
お
い
て
、
安
全
に
処
理
さ
れ

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
県
民
の

安
全
・
安
心
の
確
保
を
最
優
先
に
、
で
き

る
限
り
の
協
力
を
行
い
た
い
。

認
知
症
対
策

問
　
認
知
症
の
早
期
発
見
や
初
期
治
療
の

取
り
組
み
は
ど
う
か
。

　
ま
た
、
わ
か
り
や
す
い
発
見
を
促
す
た
め

に
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

答　

認
知
症
は
、
早
期
の
発
見
と
進
行
の

段
階
に
応
じ
た
適
切
な
対
応
に
よ
り
、
症

状
を
軽
減
し
た
り
、
生
活
機
能
の
低
下
を

緩
や
か
に
で
き
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
本

人
や
家
族
な
ど
身
近
な
人
が
、
初
期
症
状

に
気
づ
く
早
期
発
見
と
、
医
師
に
よ
る
早

期
診
断
が
大
変
重
要
で
あ
る
。

　

県
で
は
、
広
く
県
民
に
対
し
、
「
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
等
を
通
じ
て
認

知
症
の
正
し
い
知
識
を
普
及
す
る
と
と
も

に
、
か
か
り
つ
け
医
に
対
す
る
認
知
症
診

断
の
知
識
や
技
術
等
の
習
得
を
目
的
と
す

る
研
修
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
早
期
発
見
の
た
め
に
有
用
な

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
作
成
し
、
県
の
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
へ
掲
載
し
て
お

り
、
今
後
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
活
用

し
な
が
ら
、
認
知
症
が
簡
単
に
わ
か
り
や

す
く
発
見
で
き
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
。貧

困

問

題

問
　
県
は
、
貧
困
問
題
の
実
態
を
ど
う
認

識
し
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
貧
困
の
解
決
の
た
め
に
ど
う
責

任
を
果
た
そ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

答　

国
の
実
施
す
る
国
民
生
活
基
礎
調

査
に
よ
る
全
国
の
貧
困
率
は
、
近
年
、
上

昇
傾
向
に
あ
り
、
平
成
二
十
四
年
で
は

一
六
・
一
％
で
あ
り
、
ま
た
、
本
県
の
生

活
保
護
受
給
率
は
、
平
成
二
十
二
年
に
一

％
を
超
え
、
そ
れ
以
降
も
上
昇
し
て
お
り
、

平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
現
在
で
一
・
三
二

％
と
な
っ
て
い
る
。

　

県
と
し
て
は
、
本
年
四
月
か
ら
施
行
さ

れ
た
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に
基
づ

く
自
立
相
談
支
援
事
業
の
効
果
的
な
実
施

や
、
学
習
支
援
事
業
、
就
労
準
備
支
援
事

業
な
ど
の
取
り
組
み
を
促
進
し
て
い
く
。

　

さ
ら
に
、
貧
困
の
連
鎖
を
断
ち
切
る
た

め
、
「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
推
進
計
画
」

を
秋
頃
を
目
途
に
策
定
し
、
子
供
の
貧
困

対
策
を
総
合
的
に
推
進
し
て
い
く
。

障
害
者
雇
用

問
　
障
害
者
雇
用
を
促
進
す
る
た
め
、
中

小
企
業
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
必
要
と
考
え

る
が
、
ど
の
よ
う
な
支
援
体
制
を
と
っ
て

い
る
の
か
。

答　

中
小
企
業
に
は
、
障
害
の
あ
る
人
の

受
入
れ
や
職
場
へ
の
定
着
に
関
す
る
ノ
ウ

ハ
ウ
が
な
い
場
合
も
多
く
、
特
に
規
模
の

小
さ
な
企
業
で
は
、
障
害
者
雇
用
が
な
か

な
か
進
ま
な
い
状
況
に
あ
る
。

　

本
県
企
業
の
大
半
を
占
め
る
中
小
企

業
が
、
障
害
者
雇
用
を
促
進
す
る
こ
と
は

大
変
重
要
で
あ
る
た
め
、
県
で
は
、
県
内

十
六
地
域
に
設
置
し
た
障
害
者
就
業
・
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー
に
「
企
業
支
援
員
」
を

配
置
し
、
障
害
者
の
職
域
開
拓
や
定
着
の

た
め
の
指
導
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
個
々

の
企
業
を
訪
問
し
て
、
き
め
細
や
か
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
雇
用
率
の
低
い
中
小
企
業
を
対

象
に
、
積
極
的
に
取
り
組
む
企
業
の
職
場

見
学
会
や
意
見
交
換
会
な
ど
を
開
催
す
る

「
障
害
者
就
労
促
進
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
」

を
実
施
し
、
障
害
者
雇
用
へ
の
理
解
促
進

を
図
っ
て
い
く
。

東

京

湾

の

水

上

バ

ス

問
　
海
上
か
ら
見
た
千
葉
県
の
新
た
な
観

光
ス
ポ
ッ
ト
の
発
掘
を
進
め
る
べ
き
と
思

う
が
ど
う
か
。

答　

旅
客
船
を
利
用
し
た
観
光
で
は
、
ル

ー
ト
上
に
ど
れ
だ
け
魅
力
的
な
観
光
ス
ポ

ッ
ト
が
あ
る
か
が
、
大
変
重
要
だ
と
認
識

し
て
い
る
。
東
京
湾
北
部
の
臨
海
部
に
は
、

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
や
グ
ロ
ー
バ
ル

な
活
動
拠
点
で
あ
る
幕
張
新
都
心
の
高
層

ビ
ル
群
な
ど
が
あ
り
、
こ
う
し
た
資
源
を

活
用
す
る
こ
と
も
有
効
だ
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
千
葉
市
に
お
い
て
は
、
平
成

二
十
二
年
度
か
ら
工
場
夜
景
観
賞
と
レ
ス

ト
ラ
ン
デ
ィ
ナ
ー
を
セ
ッ
ト
に
し
た
ク
ル
ー

ズ
の
運
航
実
験
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
県

と
し
て
は
、
こ
う
し
た
動
き
と
も
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
魅
力
あ
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト

の
発
掘
に
つ
い
て
も
研
究
し
て
い
く
。

水

産

業

問
　
産
地
間
で
の
競
争
が
激
化
す
る
中
、

漁
港
や
流
通
・
加
工
施
設
な
ど
の
整
備
を

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

答　

流
通
拠
点
と
な
る
漁
港
に
お
い
て
は
、

水
揚
げ
か
ら
出
荷
ま
で
の
関
連
施
設
を
一

体
的
に
整
備
し
、
重
要
な
地
域
産
業
で
あ

る
東
京
湾
の
ノ
リ
養
殖
に
つ
い
て
は
、
コ
ス

ト
削
減
に
つ
な
が
る
施
設
を
整
備
す
る
こ

と
に
よ
り
、
本
県
水
産
物
の
品
質
や
、
価

格
面
で
の
優
位
性
を
高
め
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、
銚
子
漁
港
に
お
い
て
、
本

年
三
月
に
高
度
衛
生
管
理
型
市
場
を
整
備

し
、
鮮
度
や
衛
生
面
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
大
型
の
ま
き
網
漁
船
が
水
揚
げ
可

能
な
、
岸
壁
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
ノ
リ
養
殖
に
つ
い
て
は
、
生
産
経

費
削
減
の
た
め
、
最
大
の
産
地
で
あ
る
富

津
市
に
、
新
た
に
最
新
式
の
共
同
加
工
施

設
を
導
入
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

県
で
は
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
計
画

的
に
推
進
し
、
激
化
す
る
産
地
間
競
争
に

打
ち
勝
て
る
よ
う
、
本
県
水
産
業
を
積
極

的
に
支
援
し
て
い
く
。

圏

央

道

問
　
圏
央
道
開
通
に
伴
う
整
備
効
果
は
ど

う
か
。

　
ま
た
、
圏
央
道
を
今
後
ど
の
よ
う
に
活

用
し
て
い
く
の
か
。

答　

平
成
二
十
五
年
の
圏
央
道
東
金
-
木

更
津
間
の
開
通
に
よ
り
、
ア
ク
ア
ラ
イ
ン

や
館
山
道
な
ど
の
高
速
道
路
の
交
通
量
が

増
加
す
る
な
ど
、
「
人
」
と
「
モ
ノ
」
の
流

れ
が
活
発
化
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
圏
央
道
沿
線
を
は
じ
め
、県
内
へ
の

企
業
立
地
が
進
み
、
平
成
二
十
六
年
の
県
内

へ
の
企
業
立
地
件
数
は
、
前
年
比
約
五
〇
％

の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
大
型
商

業
施
設
の
出
店
や
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
の
拡
張
等

も
進
み
、
平
成
二
十
五
年
の
観
光
入
込
客
数

も
統
計
開
始
以
来
最
高
を
記
録
す
る
な
ど
、

経
済
の
好
循
環
が
生
ま
れ
て
い
る
。

　

去
る
六
月
七
日
の
神
崎
-
大
栄
間
の
開

通
に
よ
り
、
成
田
空
港
の
利
便
性
が
飛
躍

的
に
向
上
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
県
内
各

地
へ
の
企
業
誘
致
に
加
え
、
北
関
東
・
東

北
エ
リ
ア
へ
の
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

に
も
、
よ
り
一
層
取
り
組
ん
で
い
く
。

特
殊
詐
欺
対
策

問
　
県
警
察
が
、
特
殊
詐
欺
組
織
の
壊
滅

に
向
け
立
ち
上
げ
た
、
タ
ス
ク
・
フ
ォ
ー

ス
の
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
は
ど
う
か
。

答　

平
成
二
十
七
年
一
月
八
日
に
約
百
名

の
体
制
で
専
従
チ
ー
ム
「
特
殊
詐
欺
対
策

緊
急
タ
ス
ク
・
フ
ォ
ー
ス
」
を
立
ち
上
げ
て
、

県
警
察
全
体
の
捜
査
力
を
強
化
し
検
挙
活

動
を
推
進
し
た
結
果
、
一
月
か
ら
五
月
ま

で
に
、
犯
行
グ
ル
ー
プ
の
中
枢
被
疑
者
を

含
む
百
十
人
を
検
挙
し
た
。
こ
れ
は
、
昨

年
の
同
時
期
と
比
べ
て
、
三
十
八
人
多
い

検
挙
数
で
あ
り
、
一
定
程
度
の
取
り
組
み

の
成
果
が
現
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

　

こ
の
他
に
も
、
「
だ
ま
さ
れ
た
ふ
り
作

戦
」
を
数
多
く
実
施
し
た
こ
と
に
よ
り
、

被
疑
者
の
検
挙
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
犯

行
抑
止
の
面
や
県
民
の
犯
罪
グ
ル
ー
プ
へ

の
警
戒
姿
勢
の
醸
成
に
も
効
果
が
あ
っ
た

と
考
え
る
。

　

引
き
続
き
、
県
下
全
警
察
署
と
の
連
携

を
密
に
し
、
犯
行
グ
ル
ー
プ
の
壊
滅
に
よ

り
、
発
生
の
抑
止
に
努
め
て
い
く
。

代
表
質
問
か
ら

▽
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
等

▽
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例

▽
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

▽
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

▽
千
葉
県
袖
ヶ
浦
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

▽
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
指
定
通
所
支

援
の
事
業
等
の
人
員
、設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例

▽
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活

を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律

に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
事
業
等
の
人
員
、設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例

▽
独
立
行
政
法
人
森
林
総
合
研
究
所
営

農
用
地
整
備
事
業
特
別
徴
収
金
徴
収

条
例

▽
建
築
基
準
法
施
行
条
例

▽
千
葉
県
県
立
中
学
校
設
置
条
例

◆
そ
の
他（
四
件
）

▽
契
約
の
変
更（
二
件
）

▽
訴
え
の
提
起

▽
教
育
委
員
会
委
員
の
選
任

〈
議
員
提
出
〉

◆
規
則
の
一
部
改
正

▽
千
葉
県
議
会
会
議
規
則

　
　

 　

 

千
葉
県
議
会
議
員
の
会
議
の
欠
席
事
由

に
具
体
例
と
し
て「
公
務
、疾
病
、出
産

そ
の
他
の
事
故
の
た
め
」を
明
記
し
た

▽
自
動
車
重
量
税
廃
車
還
付
制
度
の
拡

充
を
求
め
る
意
見
書

▽
千
葉
県
内
の
Ｊ
Ｒ
路
線
の
利
便
性
向

上
を
求
め
る
意
見
書

▽
Ｊ
Ｒ
京
葉
線
の
輸
送
力
強
化
及
び
東

京
臨
海
高
速
鉄
道
り
ん
か
い
線
と
の

相
互
直
通
運
転
の
実
現
を
求
め
る
意

見
書

▽
認
知
症
へ
の
取
り
組
み
の
充
実
強
化

に
関
す
る
意
見
書

▽
農
業
の
持
続
的
な
発
展
に
必
要
な
生
産

基
盤
整
備
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

▽
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持

に
関
す
る
意
見
書

▽
国
に
お
け
る
平
成
二
十
八
年
度
教
育

予
算
拡
充
に
関
す
る
意
見
書

▽
警
察
官
の
増
員
に
関
す
る
意
見
書

▽
近
隣
諸
国
条
項
の
撤
廃
を
求
め
る
意

見
書

▽
義
務
教
育
諸
学
校
教
科
用
図
書
検
定

基
準
の
中
の
近
隣
諸
国
条
項
の
撤
廃

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

可
決
さ
れ
た
意
見
書

採
択
さ
れ
た
請
願

五
月
臨
時
会

◆
条
例
の
一
部
改
正

▽
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
等

◆
そ
の
他（
三
件
）

▽
専
決
処
分
の
承
認

▽
監
査
委
員
の
選
任（
二
件
）

六
月
定
例
会

◆
条
例
の
一
部
改
正（
十
三
件
）

▽
千
葉
県
半
島
振
興
対
策
実
施
地
域
県

税
不
均
一
課
税
条
例

▽
千
葉
県
県
税
条
例
等

▽
千
葉
県
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務

の
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例

可
決
・
承
認
・
同
意
さ
れ
た
議
案
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六
月
十
八
日（
木
）

臼
井
　
正
一
　
議
員（
自
民
党
）

▼（
仮
称
）Ｊ
Ｆ
Ａ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

▼
幕
張
新
都
心
の
更
な
る
活
性
化

▼
県
内
医
療
・
福
祉
の
充
実

▼
花
見
川
の
護
岸

髙
橋
　
浩
　
議
員（
民
主
党
）

▼
財
政
問
題

▼
水
銀
に
関
す
る
水
俣
条
約

▼
圏
央
道
及
び
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
の
活

用
▼
給
食
費
無
料
化

内
田
　
悦
嗣
　
議
員（
自
民
党
）

▼
復
興
交
付
金

▼
護
岸
整
備

▼
道
路
問
題

▼
交
番
設
置

天
野
　
行
雄
　
議
員（
民
主
党
）

▼
千
葉
県
総
合
戦
略
の
策
定

▼
県
内
で
の
移
住
の
促
進
と
条
件
整

備
▼
正
規
雇
用
を
中
心
と
す
る
良
質
な

雇
用
創
出

▼
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
条
件

整
備

六
月
十
九
日（
金
）

小
宮
　
清
子
　
議
員

（
市
民
ネ
ッ
ト
・
社
民
・
無
所
属
）

▼
総
合
教
育
会
議
の
知
事
の
中
立
性

▼
生
涯
大
学
校
の
現
状
と
課
題

▼
定
時
制
高
校
給
食
廃
止
の
問
題
点

▼
お
お
た
か
の
森
保
全
と
協
議
会
設

置
横
山
　
秀
明
　
議
員（
公
明
党
）

▼
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク

▼
東
葉
高
速
鉄
道

▼
不
妊
治
療
対
策

▼
若
者
施
策

網
中
　
肇
　
議
員（
民
主
党
）

▼
男
女
共
同
参
画
行
政
の
推
進

▼
介
護
保
険
料
の
見
通
し

▼
県
内
地
名
の
中
国
で
の
商
標
登
録

状
況

▼
県
立
高
校
の
耐
震
化
の
推
進

江
野
澤
吉
克
　
議
員（
自
民
党
）

▼
道
路
問
題

▼
農
業
問
題

▼
有
害
鳥
獣
問
題

小
池
　
正
昭
　
議
員（
自
民
党
）

▼
成
田
国
際
空
港

▼
鉄
道
問
題

▼
農
業
問
題

▼
道
路
整
備
と
維
持
管
理

六
月
二
十
二
日（
月
）

瀧
田
　
敏
幸
　
議
員（
自
民
党
）

▼
放
射
性
物
質
対
策

▼
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
普
及

▼
手
賀
沼
土
地
改
良
事
業

▼
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
事
業

中
村
　
実
　
議
員（
自
民
党
）

▼
拉
致
問
題
啓
発
事
業

▼
動
物
愛
護

▼
教
科
書
採
択

▼
男
女
混
合
名
簿

山
本
　
義
一
　
議
員（
自
民
党
）

▼
消
防
団

▼
農
林
業
問
題

▼
道
路
問
題

▼
海
外
か
ら
の
教
育
旅
行

五
十
嵐
博
文
　
議
員（
自
民
党
）

▼
酒
々
井
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺

の
土
地
利
用

▼
道
路
問
題

▼
農
業
問
題

▼
電
力
調
達

六
月
二
十
三
日（
火
）

松
下
　
浩
明
　
議
員（
自
民
党
）

▼
山
武
長
生
夷
隅
医
療
圏
の
が
ん
診

療
提
供
体
制

▼
介
護
保
険
制
度
の
改
正

▼
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー

ル（
Ｓ
Ｇ
Ｈ
）

▼
成
田
空
港
の
機
能
強
化

坂
下
し
げ
き
　
議
員（
自
民
党
）

▼
県
民
生
活
を
支
え
る
行
財
政
運
営

▼
雨
水
排
水
対
策

▼
危
険
・
渋
滞
道
路
の
整
備

▼
県
民
生
活
を
向
上
さ
せ
る
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
充
実

斉
藤
　
守
　
議
員（
自
民
党
）

▼
道
路
問
題

▼
港
湾
問
題

▼
動
物
虐
待
・
愛
護

▼
教
育
問
題

今
井
　
勝
　
議
員（
自
民
党
）

▼
手
賀
沼
公
園
か
ら
北
柏
ふ
る
さ
と

公
園
間
の
自
転
車
歩
行
者
道
の
整

備
▼
手
賀
沼
に
広
が
る
ハ
ス
群
落
の
適

正
な
管
理

▼
県
道
布
佐
停
車
場
線
の
早
期
整
備

▼
柏
児
童
相
談
所
の
児
童
福
祉
司
の

増
員

質
問
項
目
は
、主
な
項
目
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。
そ
の
他
の
項
目
は
、千
葉
県
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

一
般
質
問

6月定例県議会 知事あいさつ
◎東京オリンピック・パラリンピック
　6月8日に開催されたIOC理事会において、
幕張メッセを2020年東京オリンピックの
フェンシング、レスリング、テコンドーの競技
会場とすることが了承されました。
　県内でオリンピックの競技が開催されるこ
とは、本県にとって、観光客の増加などによる
地域の活性化はもとより、世界に千葉の魅力を
発信する絶好のチャンスです。
　今後は、大会組織委員会を中心に、大会開催
に向けて、交通アクセス、警備・安全対策、宿泊
など、さまざまな準備が進められていくことと
なりますが、地元県としても、トップアスリー
トが競技するのにふさわしい環境整備を進め
ていく必要があります。
　また、選手や観客の皆様を、あたたかい「おも
てなし」の心でお迎えすることができるよう、
県を挙げてオリンピック・パラリンピックに
向けた機運の醸成を図ってまいります。

◎海外出張
　5月28日から6月3日にかけて、ドイツとオ
ランダを訪問してまいりました。
　ヨーロッパ有数の日本企業進出の拠点であ
るデュッセルドルフ市とは、平成17年に共同
声明を発表し、経済、文化、スポーツなど、様々
な分野で交流を行っております。
　今回の訪問では、ガイゼル市長とお会いし、
今後の交流の発展に向けた意見交換を行うと
ともに、ドイツ国内外から70万人以上もの人
が訪れる「日本デー」に参加し、本県の観光や農
林水産物などを始めとした多様な千葉の魅力
をPRしてまいりました。
　また、ドイツ・オリンピックスポーツ連盟を
訪問し、2020年東京オリンピック・パラリン
ピックのキャンプ地としての本県の魅力をア
ピールしてまいりました。
　その後、オランダに渡り、同様にオランダ・
オリンピック委員会にも働きかけを行うとと
もに、本年8月に北京で開催される世界陸上の
事前キャンプに係る調印をオランダ及びベル
ギーの両国と行ってまいりました。
　今後も、広く世界に向けて戦略的な魅力発信
にしっかり取り組んでまいります。

◎地方創生
　県では、急激な人口減少に歯止めをかけると
ともに、人口減少社会においても持続可能な地
域社会を確立するため、各部局次長を構成員と
した「地方創生プロジェクトチーム」を本年4月

に設置し、「千葉県人口ビジョン」及び「千葉県
総合戦略」の策定を進めているところであり、
このたび、それぞれの骨子案を取りまとめたと
ころです。
　骨子案では、本県の地理的優位性や、千葉の
「宝」を徹底的に生かした取り組みを中長期的
かつ総合的に進め、地域の活性化を図ることと
しております。
　今後は、県議会をはじめ、有識者による総合
戦略策定懇談会や市町村等から御意見をいた
だき、人口ビジョン及び総合戦略の策定を進め
てまいります。

◎夏の観光キャンペーン
　7月1日から8月31日まで、夏の観光キャン
ペーン「魅力いっぱいギュッ♡と千葉」を実施
いたします。
　キャンペーン期間中は、アクアライン及び圏
央道を利用して県内の観光周遊を楽しむこと
ができるスタンプラリーの実施や本県自慢の
グルメ・県産品をPRする特別列車の運行など
により、本県観光の主要ターゲットである首都
圏からの一層の誘客を図ります。
　また、千葉県道路公社が管理・運営する有
料道路を7月から9月の期間、無料開放すると
ともに、「ちばプレミアム付き宿泊券」の利用促
進、「成田空港と県内観光地とを結ぶ無料バス
の実証運行」などを通じ、地域と連携しながら
積極的に本県の観光振興を進めてまいります。

　そのほか、条例の一部改正等の議案について
の概要説明と、総合教育会議についての報告が
ありました。

常任委員会委員 （平成27年5月15日選任）

委 員 会 名 総務防災 総合企画水道 健康福祉 環境生活警察 商工労働企業 農林水産 県土整備 文　　教
現員／定数 12／12 12／12 12／12 12／12 12／12 11／11 12／12 12／12

委　員　長 伊藤　昌弘
（自民党）

江野澤吉克
（自民党）

松下　浩明
（自民党）

鈴木　　衛
（自民党）

亀田　郁夫
（自民党）

木下　敬二
（自民党）

山本　義一
（自民党）

今井　　勝
（自民党）

副 委 員 長 武田　正光
（自民党）

中沢　裕隆
（自民党）

斉藤　　守
（自民党）

関　　政幸
（自民党）

小池　正昭
（自民党）

大松　重和
（自民党）

實川　　隆
（自民党）

坂下しげき
（自民党）

委
　
　
　
　
員

自 民 党

浜田　穂積
佐藤　正己
木名瀬捷司
石毛　之行
瀧田　敏幸

本清　秀雄
小高　伸太
本間　　進
阿井　伸也
林　　幹人

伊藤　和男
川名　寛章
石橋　清孝
佐野　　彰
伊豆倉雄太

河上　　茂
山中　　操
中台　良男
茂呂　　剛

阿部　紘一
田中　宗隆
西田三十五
臼井　正一
石井　一美

酒井　茂英
信田　光保
戸村　勝幸
森　　　岳

宇野　　裕
鈴木　昌俊
鶴岡　宏祥
三沢　　智
五十嵐博文

宍倉　　登
𠮷本　　充
内田　悦嗣
中村　　実
小路　正和

民 主 党
田中　信行
横堀喜一郎

天野　行雄
矢崎堅太郎
網中　　肇

竹内　圭司
礒部　裕和

河野　俊紀
中田　　学

鈴木　　均
安藤じゅん子

石井　敏雄
鈴木　陽介

髙橋　　浩
守屋　貴子

石井　宏子
野田　剛彦

公 明 党 秋林　貴史 赤間　正明 田村　耕作 藤井　弘之 横山　秀明 仲村　秀明 塚定　良治 阿部　俊昭
共 産 党 寺尾　　賢 三輪　由美 丸山　慎一 加藤　英雄 岡田　幸子
市 社 無 小宮　清子 入江　晶子 ふじしろ政夫 山本　友子
維     新 松戸　隆政 大﨑　雄介

一人会派
プリティ長嶋
（県民声）
水野　友貴
（我孫子）

西尾　憲一
（護憲会）
谷田川充丈
（かとり）

岩井　泰憲
（いんば）

議会運営委員会委員
現員／定数 16／16
委 員 長 鈴木　昌俊 （自民党）
副委員長 臼井　正一 （自民党）

委 員

木下　敬二
伊藤　昌弘
實川　　隆
石井　一美

江野澤吉克
武田　正光
小池　正昭
茂呂　　剛
（自民党）　

田中　信行
網中　　肇

礒部　裕和
（民主党）　

赤間　正明 横山　秀明
（公明党）　

丸山　慎一（共産党）

委 員 外
議　 員

山本　友子（市社無）
松戸　隆政（維　新）
西尾　憲一（護憲会）
プリティ長嶋（県民声）
岩井　泰憲（いんば）
谷田川充丈（かとり）
水野　友貴（我孫子）

（平成27年5月15日選任）

議会において同意・選出された委員・議員
監査委 員 競 馬 組 合

議 会 議 員
君津広域水道企業団

議会議員

木名瀬捷司 （自民党）
天野　行雄 （民主党）

佐藤　正己 （自民党）
鈴木　　衛 （自民党）
斉藤　　守 （自民党）

江野澤吉克 （自民党）

（平成27年5月15日選任）



ちば県議会だより  平成27年［2015年］8月5日（水曜日）

「ちば県議会だより」は、新聞折り込みのほか、県庁総合案内、地域振興事務所・県立図書館・博物館などの県の施設、市町村役場などで入手できます。

千葉市稲毛区（自民党⑥）

阿
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部
べ

　紘
こう

一
いち

千葉市緑区（自民党②）

関
せき

　　 政
まさ

幸
ゆき

千葉市若葉区（自民党④）

山
やま

中
なか

　　 操
みさお

千葉市美浜区（民主党⑥）

河
こう

野
の
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とし

紀
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信
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田
だ
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天
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毛
げ

　之
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岩
いわ

井
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憲
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間
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田
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作
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酒
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井
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英
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中
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村
むら
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木更津市（民主党③）

髙
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橋
はし
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館山市（自民党①）

三
み

沢
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輪
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美
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松
まつ

戸
ど

　隆
たか

政
まさ
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史
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横
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郎
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西
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己
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石
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弘
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木
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田
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とう
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雄
お
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中
なか

沢
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ひろ

隆
たか

市原市（自民党①）

伊
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倉
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 雄
ゆう

太
た

市原市（自民党④）

鈴
すず

木
き

　昌
まさ

俊
とし

流山市（自民党③）
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田
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まさ
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八千代市（自民党①）

茂
も

呂
ろ

　　 剛
つよし

勝浦市・夷隅郡（自民党⑥）

小
お

高
だか

　伸
のぶ

太
もと

市原市（市社無③）

山
やま

本
もと

　友
とも

子
こ

市原市（公明党④）

塚
つか

定
さだ

　良
りょう じ

治
流山市（市社無⑤）

小
こ

宮
みや

　清
きよ

子
こ

八千代市（公明党②）

横
よこ

山
やま

　秀
ひで

明
あき

八千代市（民主党②）

石
いし

井
い

　敏
とし

雄
お

鎌ケ谷市（自民党①）

石
いし

井
い

　一
かず

美
み

我孫子市（我孫子①）

水
みず

野
の

　友
ゆう

貴
き

君津市（自民党⑥）

川
かわ

名
な

　寛
ひろ

章
あき

富津市（自民党⑤）

𠮷
よし

本
もと

　　 充
みつる

我孫子市（自民党③）

今
いま

井
い

　　 勝
まさる

鎌ケ谷市（市社無②）

ふじしろ政
まさ

夫
お

鴨川市（自民党③）

亀
かめ

田
だ

　郁
いく

夫
お

君津市（民主党③）

石
いし

井
い

　宏
ひろ

子
こ

浦安市（自民党③）

内
うち

田
だ

　悦
えつ

嗣
し

浦安市（民主党③）

矢
や

崎
ざき

 堅
けん

太
た

郎
ろう

八街市（自民党③）

山
やま

本
もと

　義
よし

一
かず

四街道市（自民党④）

中
なか

台
だい

　良
よし

男
お

白井市（自民党⑥）

田
た

中
なか

　宗
むね

隆
たか

南房総市・安房郡（自民党③）

木
き

下
した

　敬
けい

二
じ

四街道市（民主党①）

鈴
すず

木
き

　陽
よう

介
すけ

印西市（自民党③）

瀧
たき

田
た

　敏
とし

幸
ゆき

袖ケ浦市（自民党③）

江
え

野
の

澤
さわ

 吉
よし

克
かつ

富里市（自民党①）

五
い が ら し

十嵐 博
ひろ

文
ふみ

匝瑳市（自民党⑥）

宇
う

野
の

　　 裕
ひろし

香取市（自民党⑧）

伊
い

藤
とう

　和
かず

男
お

大網白里市（自民党⑤）

阿
あ

井
い

　伸
しん

也
や

山武市（自民党③）

松
まつ

下
した

　浩
ひろ

明
あき

香取市（かとり①）

谷
や

田
た

川
がわ

 充
みつ

丈
たけ

いすみ市（自民党①）

小
こう

路
じ

　正
まさ

和
かず

❶

 　❷　 （ ❸ ・ ❹ ）

　　 ❺　　

❶写真
❷選挙区
❸会派
❹期数
❺氏名

千葉県議会議員一覧　平成27年7月3日現在

９月定例県議会の予定
開　会　　　9月25日
質疑並びに一般質問
　　　　　　10月1日～8日（土日を除く）
常任委員会　10月13日～16日 
閉　会　　　10月22日




